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高瀬処理区など着々と進む下水道整備事業船橋市では、市域の約81パーセントを下水道整備区域と

し、これを水系などから西浦、高瀬、津田沼、印旛、江戸

川左岸の5処理区に分けて整備を進やています。
今年度の下水道整備事業では、西浦、津田沼及び印旛処

理区で、下水道の利用区域を拡大するための整備を進める

と同時に、すでに稼働している西浦下水処理場の処理能力

の増設工事が始まります。

また、計画区域の45パーセントを占める高瀬処理区では、

20万2000立方メートルの処理能力を持つ下水処理場の建設

と、幹線管渠（下水管）や各家庭につながる枝線管渠の整

備を急ピッチで進めています。平成10年度末の一部利用開

始を目指しており、現在は、長津幹線管渠など、J R船橋

駅から東船橋駅までの北側を中心に工事が行われています。

さらに、震災対策の目的で、県が整備する流域下水道

（印旛・江戸川左岸）ネットワーク管を平常時に暫定利用す

るため、接続ルートの基本設計なども行います。
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船橋市制施行60周年を記念して、様々な催しが開

催されました。

4月16日には、市民文化ホールで記念式典が行われ、

市政に貢献した皆さんに、表彰状が贈られました。

また、18日には、船橋アリーナで大相撲船橋場所
が開かれ、普段あまり見ることのない初切や相撲甚句

など、詰めがけた相撲フアンは大喜び。横綱、大関や

船橋出身の敷島関が登場すると、会場は大きな歓声に

包まれました。

このほか、21日から5月9日まで、市役所1階の美

術コーナーで写真展『私の二枚』も行われ、訪れた皆

さんの日を楽しませていました。


